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吉 田 　 樹
YOSHIDA Itsuki

人口減少と高齢化が進行する地

方都市では、地域公共交通と連

携した「コンパクト＋ネットワーク」の都市構

造を指向することが求められていますが、地

域公共交通の再生や再構築に関する取り組

みを契機に、市民の交流機会を増やす「交

通まちづくり」を戦略的に展開することで、

地域内あるいは地域間の経済循環を高める

ことが期待されます。私は、公共交通サー

ビスの提供が 市民のアクセシビリティ

（Access to Service）を向上させ、それが生

経済経営学類　准教授

想定するパートナー

これまでの取組事例

関連情報

i n t e r v i ew
研究概要

活の質（Quality of Life）向上や地域産業の

活性化に結び付くというシナリオが成立し

得るかについて、各地のフィールド研究を通

じて、実証的にアプローチしています。

こんなこと
できます！

全国各地の地域公共交通会議等に委員やアドバイザーとして参画する傍ら、フィールドにおける実

証分析と定量的アプローチを含めた理論構築の双方から研究を進めています。公営・民営バスの

共同運行を契機としたバス路線網の再構築、運賃低廉化施策（八戸市）、地域組織による移動手段

の確保（山形市、佐井村）など多数の取組があります。

主な著書に『生活支援の地域公共交通』（学芸出版社、共編著）。

「地方部や小規模集落の地域公共交通と交通政策基本法」

（運輸と経済75（6）、 pp.52-60）など、論文も多数。

地域公共交通の再生から「まちづくり」をプロデュース

私たちの研
究室自慢！

具体的な連携、事業化のイメージ

行政、公共交通事業者、観光関連産業、地域組織

地域交通システム・政策・制度、公共交通事業経営

会津若松市内の酒蔵や店舗で特典を受けられる「おちょこ

パス」を会津バスさんと開発しました。会津塗の「おちょこ」

がバスの一日乗車券になり、酒蔵の試飲でも使えるユニー

クな取り組みです。

　みなさんは「お出かけ」するとき、移動

手段として何を利用しますか？マイカー

という方が多いことと思いますが、地域

の鉄道やバスといった公共交通が衰退す

ると、お出かけの機会が制限されてしま

う人が増え、街も車ばかりで楽しく歩け

る空間が失われてしまいます。人は移動

するとき様々なニーズを持っています。

最近では、インターネットの普及により、

家にいながらモノやサービスを調達する

ことができますが、人が実際に移動する

ことで初めてコミュニケーションが生ま

れ、街の賑わいにつながります。そのた

めには、地域公共交通の活性化が不可

欠なのです。

　私は、これまで全国各地で、まちづくり

と公共交通を結びつける取り組みを行っ

てきました。例えば、青森県八戸市では、

路線バスを利用して、観光、昼食、街歩

きを楽しむバスパックを提案し、好評を

いただいています。また、最近では、ゼ

ミの学生が飯坂温泉を古地図で巡る「飯

坂今昔散歩」というパンフレットを作成

しました。街歩きを楽しみながら、飯坂

電車沿線の新しい魅力を発見してもらえ

ればと思います。

　公共交通は、街と人とをつなぎ、街を

活性化させる「血液」のようなものだと

思います。この血液をうまく循環させる

ためには、行政、事業者、市民が一体と

なった取り組みが必要です。公共交通を

再生させることで、どんな人でもお出か

けしやすい社会を実現し、魅力的なまち

づくりに繋げていきたいと考えています。

［専門分野］地域交通・観光政策、まちづくり、地域経済

【プロフィール】東京都立大学大学院都市科学研究科博士課程修了。首都大学東京都市環境学部助教などを経て、2013 年4
月より現職。青森県八戸市、南相馬市をはじめ、全国各地の地域公共交通政策に携わり、「現場での実践」に基づく理論構築
に努める。
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Project

大 橋 弘 範
OHASHI Hironori

環境問題に対してX線を用いた手

法で問題の原因を特定し、解決

することを目指しています。また、ナノ粒子

を用いた不均一触媒（担持金属触媒）の調製

とキャラクタリゼーションを行っております。

また、地熱発電で常に問題になっているス

ケール（沈殿物）に関する研究も行っており

ます。

最近では、日本酒の中の老香（ひねか）の成

分のみを取り除く研究を複数の大学などの機

関で共同研究させていただいております。

共生システム理工学類　准教授　博士（理学）

想定するパートナー

これまでの取組事例

関連情報

i n t e r v i ew
研究概要

こんなこと
できます！

大型放射光施設（SPring-8）の産業利用ビームラインでの測定（年3-4回）、中規模放射光施設

（SAGA-LS）での測定、分析専門会社へのアドバイス、中学高校理科教員への指導・助言・共同研究

「炭素担持金ナノ粒子材料の製造方法、炭素担持金ナノ粒子材料、及び触媒」特願2017-146699、

金微粒子の分散・固定化方法およびそれにより得られる材料」特許第5010522号、

「高活性触媒およびその製造方法」特許第5010547号など

X線（ガンマ線）を用いた物質の状態分析及び研究アドバイス

私たちの研
究室自慢！

具体的な連携、事業化のイメージ

国や地方自治体、分析関連企業、 ものづくり企業

新規物質のキャラクタリゼーション及びそれに対する提言・測定・
解析補助などご相談承ります。

化学の力で、福島の復興に少しでも貢献できたらと思い、

日夜研究に励んでいます。また、最先端装置での実験を

行うため、全国各地の実験場に測定にでかけることもあ

ります。

【プロフィール】福島県福島市出身。九州大学大学院理学府凝縮系科学専攻博士後期課程修了（博士（理学））。首都大学東京
大学院都市環境科学研究科特任助教、九州大学基幹教育院助教を経て2015年4月より現職。金の化学を中心に金属の状態
分析を得意とし、最近ではセシウムの状態分析についても行っている。

　福島県は、県内エネルギー需要を再生

可能エネルギーのみで賄うことを目指し

て、「福島県再生可能エネルギー推進ビ

ジョン」を推し進めています。再生可能

エネルギーの種類はいくつかあります

が、現状では太陽光発電が主なものと

なっており、真のエネルギーミックスと

はほど遠い状況です。私は地熱と木質バ

イオマスに着目しています。特に、本県

は全国第4位の森林資源量をもっていま

すから、木質バイオマス発電の普及はそ

の鍵となるのではと考えています。しか

し、本県産の木材は放射性セシウムの問

題があり、廃棄物の処理の観点からも普

及の足かせとなっています。私は、この

解決に向けてポルサイトという鉱物に注

目して研究を行っています。

　ポルサイトは内部にセシウムを含む

鉱物です。もし放射性セシウムを内部

に封じ込めたポルサイトが合成できれ

ば、将来にわたって「放射性セシウムが

水に溶ける・漏れる」心配がなくなりま

す。鉱物は長い年月で安定ですので、最

終処分を念頭にした保管ができます。

木質バイオマス発電と、廃棄物のポル

サイト化のシステムが確立すれば、本県

木材需要が増えますので、森林除染に

も繋がります。まさに福島特化型です。

　木質バイオマス残渣からポルサイトへの

変換は一例で、その他に土壌からの変換や

地熱水を利用した変換など、適用範囲は多

岐に渡ります。「放射性セシウムの最終処

分」を軸に研究を進め、化学の力によって

震災復興の一助になればと考えています。

研究室 URL　http://www.sss.fukushima-u.ac.jp/̃h-ohashi/

［専門分野］物理化学、X線／ガンマ線分光学

放射性
セシウムを
最終処分型へ

化学と異分野の

 境界領域研究

大型放射光施設（SPring-8）での測定の様子
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杉 森 大 助
SUGIMORI Daisuke

共生システム理工学類　教授　博士（工学）

想定するパートナー

関連情報

i n t e r v i ew

こんなこと
できます！

・FEBS Open Bio, 6, 1113-1130 (2016)ほか多数

・エタノールアミンオキシダーゼ、特許第6144967号（平成29年5月19日）

・基礎からわかる生物化学，森北出版（2010年）

福島のバイオ産業と研究開発をサポートします！

私たちの研
究室自慢！

具体的な連携、事業化のイメージ

バイオ関連企業、化学・食品・化粧品関連企業、環境関連企業

ニーズに応じた微生物・酵素開発、シーズの提供、技術移転

「ラボが活き活きとして元気がいい」ことが最大の自慢です。

学外者がラボを見学すると「ラボが動いている！」と、口を揃

えて言います。多くの学生が熱心に実験をしていて活気に

満ち、研究を楽しんでいる雰囲気があるようです。近年、学

生が国内最大規模の学会でポスター賞受賞やトピックス発

表に選定（600～900件中30件のみ選定）されるなど、研究

内容も高く評価され始めています。

【プロフィール】静岡県藤枝市出身、東京工業大学大学院生命理工学研究科博士後期課程修了（博士（工学））。学生時代から
産業、社会に役立つ微生物、酵素について研究。現在も「新しい微生物、酵素とそれらを利用した新技術」を世に出すべく研
究に邁進中。

研究室 URL　http://www.sss.fukushima-u.ac.jp/welcome/compendium/30

［専門分野］酵素　微生物　遺伝子工学

ふくしま酵母の
開発

中高
大連
携で

地域
貢献

これまでの取組事例

・環境浄化微生物の開発：油脂分解菌による排水処理技術を企業と共同開発

・産業用酵素の開発：病気を早期発見する体外臨床診断薬酵素を企業と共同開発

・ホップのα、β酸値の受託分析

病気を早期発見するための診断

キットに利用する酵素や未利用

バイオマス（雑草や食品残渣）分解酵素の開

発を目指した基礎研究をしています。目的

酵素を作り出す微生物を土壌などから探し

出し、酵素の機能解析や遺伝子解析などを

研究します。現在、アルツハイマー型認知症

や心筋梗塞、脳梗塞を早期発見するための

酵素や発酵残渣、エビ養殖場ヘドロを分解

する酵素などの研究を進めています。

研究概要

　震災や離農、就農者の高齢化による

地域の劣化に立ち向かうべく、県内で

は官民挙げて新たな産業、農業を興す

ため各所で努力が続けられています。

このようななか、クラフトビール、ワイ

ン醸造やホップ栽培など、新たな活路

を見いだそうと努力する起業家が次々

生まれています。そんな起業家からは

醸造に使う「福島固有の酵母」を開発し

てほしいという要望が届きました。そ

こで、「福島」に
ゆかり

縁が深いサンプル（例え

ば、桃や磐梯山など）から独自の酵母を

見つけ、発酵、醸造に使ってもらおうと

考えました。さらに、このプロジェクト

には地元中高生にも関わってもらい、

酵母分離源サンプルの採取や酵母分

離、発酵試験などを本学学生と一緒に

やってもらうことにしました。その理由

は、開発する酵母にストーリーを持たせ

たかったことと、実験好き中高生を増

やすために貢献できないかという狙い

があったからです。中高生と大学生が

「福島に
ゆかり

縁が深いもの」から酵母を見つ

け、その酵母を使って県内の起業家が

「美味しいビールやパンを作る」という

ストーリーです。こうすることで、イメー

ジが良くなり、CM効果が期待できると

思ったからです。本プロジェクトで開発

した酵母が、新しい産業や働く場の創

出につながり、地域活性化に少しでも貢

献できればと考えています。
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高 橋 隆 行
TAKAHASHI Takayuki

人支援ロボットや水中ロボット、

さらに障害者支援用システムな

ど、ロボット技術を活用したさまざまなシス

テムの開発を行っています。また、それらの

ロボットを実現するために必要な、センサや

アクチュエータ、メカニズムなどの要素技術

開発も行っています。ロボットに代表される

メカトロニクス機器はさまざまな技術の集合

体です。機械、電気・電子、ソフトウェア、

人間工学など幅広い技術分野をカバーする

研究を行っています。

共生システム理工学類　教授

想定するパートナー

これまでの取組事例

関連情報

i n t e r v i ew
研究概要

こんなこと
できます！

・小型高精度アクチュエータ（ベンチャーの立ち上げ、企業との共同開発）

・水中ロボット（地域企業との共同開発）

・下肢障害者のための移動機器（ベンチャーの立ち上げ、地域企業との共同開発）

・接触センサ（地域企業のシーズを生かした共同開発）

高橋 隆行、鄭 聖熹、小沢 喜仁、島田 邦雄、鄭 耀陽、福田 一彦、立体カム機構、

特許4448554、2010.01.

http://kojingyoseki.adb.fukushima-u.ac.jp/top/details/203

ロボットならびにロボット技術を活用した共同研究、アドバイス

私たちの研
究室自慢！

具体的な連携、事業化のイメージ

ものづくり企業

ロボットの共同開発、要素技術の共同開発

よく学んでよく遊んでます！　研究発表会、学会や展示会への

参加、イベント運営など様々な体験をしながら一流のメカトロ

ニクス技術者を目指しています。芋煮会や釣り大会、スキーな

ど、楽しい行事もいろいろあります。研究生活は楽しいですよ！

【プロフィール】東北大学大学院工学研究科博士前期課程修了（博士（工学））。「実際に動くロボット」を基盤とした研究活動を
行っている。日常生活支援、環境調査を行うロボット等が主要な開発目標。また、これらのロボットが必要とする新しいメカ
ニズムや要素技術開発も重要なテーマ。

　福島県民の関心が高く、学術的にも重

要な猪苗代湖で放射性物質を調べるた

め、約100mの湖底から確実かつ正確に

泥を採取できる小型水中ロボットを開発

しています。

　この開発では、ロボットが水中で浮き

も沈みもしない、いわば宇宙空間に浮か

んでいるような状況で、姿勢を維持しな

がら大きな力を必要とする湖底泥の採取

タスクを実行し、さらに、万一の不具合で

帰還できないリスクをも回避しなければ

ならず、さまざまな要素技術が必要です。

　これまで3台の水中ロボットを試作し

てきていて、現時点までに猪苗代湖での

地層構造を乱さない泥採取に成功して

います。現在の目標としては、湖岸から

湖心までの往復10kmを航行でき、２人

で運搬できる重量30kg以下の改良型の

水中ロボットを実現させたいと思ってい

ます。そのため、水素吸蔵合金を使った

新しい浮力調整器を考案し、スクリュー

を動かすことなく滑空できる新方式を採

用する予定です。さらに、湖岸から湖心

までの5kmをWiFi通信したいと考えてい

ますが、電波の到達範囲が課題でした。

そこで一般的な電波通信の考え方とは逆

の発想をし「電波の通る空間」を敢えて

狭めることで5kmの通信に挑戦していま

す。また、水中ではGPSが使用できない

ため、水中ロボット自身が自分の位置を

知ることは容易ではありません。そのた

め超音波を使い自分の位置を1m以下の

精度で計測できる新たな位置計測システ

ムの開発も行っています。これらの技術

を開発し、是非進化した水中ロボットを

実現したいと思います。

研究室 URL　http://www.rb.sss.fukushima-u.ac.jp/

［専門分野］ロボット工学、制御工学

進化！
水中で活躍できる
自立航行型ロボット

ロボ
ット開

発の

先駆
者
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具体的な連携、事業化のイメージ

ものづくり企業

ロボットの共同開発、要素技術の共同開発
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難 波 謙 二
NANBA Kenji

原子力発電所への冷却水供給源

として設置されたクーリングポ

ンド水位低下にともなう環境変化や放射性

物質の影響を明らかにすることを目的に、ポ

ンド水や堆積物、水生生物中の放射性物質

の濃度を把握して、放射性物質の移行や挙

動、地下水系の変化を予測する研究を行って

います。また、水圏の水辺の生態系への影

響を評価し、天然試料の継続的なサンプリ

ングと分析を行うことで、原子力災害後の安

全かつ効率的な環境回復を目指しています。

共生システム理工学類　教授　博士（農学）

想定するパートナー

これまでの取組事例

関連情報

i n t e r v i ew
研究概要

こんなこと
できます！

・土壌と地下水の観測による、安定型処分場立地地域での地下水汚染の検出

・湖沼観測による汚染指標微生物増加原因の推定

・河川と湖沼の溶存態・懸濁態放射性セシウムの観測

「微生物の地球化学」2015、（フェンチェル、キング、ブラックバーン著。分担翻訳）

河川・湖沼や土壌中に存在する細菌等の微生物に関すること

私たちの研
究室自慢！

具体的な連携、事業化のイメージ

環境調査会社

微生物を利用した環境対策

研究室では環境中の放射性セシウムの生態系内の分布以

外にも、水質の指標菌となっている大腸菌群について、

河川や湖沼での分布状況の調査を行っています。大腸菌

群の種組成や遺伝子レベルでの識別、それに抗生物質耐

性は汚染メカニズムの推定につながると考えています。

　チェルノブイリ原発では事故から32

年経った現在でも影響が続いています。

福島大学環境放射能研究所を中心に福

島大学理工学類、筑波大学、県立医大の

日本側グループとウクライナの12の研

究機関と共同で、チェルノブイリの立ち

入り禁止区域内を中心にSATREPSプロ

グラムのプロジェクトとして調査を行っ

ています。

　チェルノブイリ原発では冷却を目的に

ク ー リン グ ポ ンド（CP）と い う 長 さ

10km、幅2kmほどの大きな池が作ら

れ、近隣のプリピヤチ川から水をポンプ

アップして水位を保っていました。これ

は2000年にすべての原発が停止された

後も続けられましたが、2014年にポン

プが故障したことで中断されます。その

ため池は水位が低下し、乾燥した陸地が

でき始めています。もともと池の底には

放射性物質が溜まっていることが分かっ

ています。水位低下によって池の酸化還

元状態は酸化方向に変化し、それにより

放射性物質の存在形態が変わり、その挙

動が変わることが予想されます。化学や

地下水水文学の分野で今までのウクライ

ナの研究機関による研究でCPに生息す

る魚類等に含まれる放射性物質の濃度

変化などが分かっています。水位低下が

進んで来た現在、水生生物への移行にも

変化が起きるはずです。また、水位低下

によって陸化している領域では柳やポプ

ラなどが成長してきています。陸化した

場所には哺乳類が生息し始めることが

予想されます。

チェルノブイリ
災害後の環境管理
支援技術の確立

積雪期の湖沼水質および水中の微生物の調査

【プロフィール】環境の微生物学を専門にしています。微生物は、土壌や水という地球の歴史を通じて環境を形成し、大気の
成分にも影響を与えてきました。また、動植物とも密接な関係を持ちながら存在しています。現在は環境指標の微生物につ
いて福島県内をフィールドに研究を進めています。また、環境中の放射性物質の動態研究は微生物学との接点もあることか
ら重視しています。

［専門分野］環境微生物学、微生物生態学

日本と
ウクラ

イナが

中心と
なる環

境管理
技術
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